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　　　　　　主に魚や鳥の群れ行動に見られる創発的な行動形成のコンピュータシミュレ
ーションと、カメラによる鑑賞者の動作検出を組み合わせ、人の動きに反応して群れが変化し、
同時にそれに基づいた効果音や音楽を生成するシステム４種を開発し、アート作品として仕上
げた。その中で効率の良い並列処理方法等を新たに考案した。作品のうち２つは国際コンクー
ルで入賞し、1つはオランダにて現代バレエの舞台効果に応用された。

(1) パーソナルコンピュータやそれに付随する周
辺機器の進歩により、それらを応用したアート作
品の可能性が増し、科学と芸術を結ぶメディアア
ートの創作活動が活発化してきた。
(2) 2003年から市場に登場した安価なパソコン
用カメラは、当初、ビデオチャットへの利用が想定
されたものであったが、これをインタラクティブア
ートに応用しようという試みが行なわれ始めた。
(3) 人工生命の研究から派生した、進化計算を始
めとする創発的計算方法とカメラを用いた実時間
インタラクションによるシステムが研究代表者等
によって試作され、一応の成功をみた。

(1) コンピュータ上の仮想３次元空間上を遊泳
あるいは飛翔するエージェント群と、鑑賞者であ
る人間との実時間インタラクションを実現するシ
ステムの実装をとおし、人工生命と実生命が融
合された新たな状況の実験室レベルでの実現
と、芸術および娯楽分野への応用の可能性を探
る。
(2) 分散型の進化計算、視聴覚媒体を介したヒ
ューマン・マシン・インタラクション、エージェント
を介した遠隔コミュニケーション等についてブレ
ークスルーの可能性を探る。



３．研究の方法

４．研究成果 

(1) 群れ行動シミュレーションアルゴリズム
に基づいたインタラクティブアート作品「群
れオーケストラ」に実時間分散進化計算法の
適用を試み、複数種類のシステムを構築し実
験をおこなった。しかし、適切な適応度の設
計が困難であることが確認されたため、方針
を変更して、群れエージェントを複数の種に
分割し、複雑な演奏パターンを生成するシス
テムを構築した。群れ行動を制御するパラメ
ータを種毎に調整し、また、異種エージェン
トを移動障害物と見なすことで、より複雑な
群れ行動が生成され、生成される音楽にもあ
る程度の厚みをもたせることに成功した。大
学祭等にて作品の展示を行い、一般来場者の
反応を観察するとともにアンケート調査をお
こなった結果、面白さについては幅広い年齢
層にわたって好評であることが確認された。
(2) 新たに各エージェントが映像および音声
データを表現する作品「MediaFlies」を構
築した。また、「群れオーケストラ」を元
にIPネットワークで接続された複数のパーソ
ナルコンピュータを利用した分散システムへ
の拡張を試みた。ビデオチャットの音声部分
をエージェントによる伝言に置き換えたシス
テム「群れメッセンジャー」を作成し、大学
祭等にて公開実験を行なった。訪問者の発話
を促すようエージェント自身にも言葉を割り
当て、会話を楽しめるよう拡張を行なった。
訪問者の反応は好評で、新たなコミュニケー
ションツールとしても意味のある開発ができ
た。エージェントの言葉について、日本語以

(1) 準備段階で開発した3次元仮想空間内を群
れるエージェントと視覚的相互作用を組み合わ
せた試作システムに進化計算による動的な適応
メカニズムの導入を試みる。
(2) ２台のパソコンをネットワークで接続し、群れ
エージェントを介したビデオチャットシステムを設
計、開発する。一般展示をとおして、鑑賞者の反応
を調査し、改良を加える。
(3) 2次元仮想空間上で大量の群れエージェント
をシミュレートし、新たな視覚効果と、効果音の生
成を試みる。
(4) 蟻の群れを模した群れ行動のメカニズムにつ
いて、その応用の可能性をシステムの試作をとおし
て調査し、今後の発展に繋げる。

外に英語、フランス語、イタリア語、スペイ
ン語、ヘブライ語も揃え、パソコンの言語環
境設定によって使い分けられるように拡張を
行なった。
「MediaFlies」および「群れメッセンジャ
ー」について、複数のメディアアート関連
のコンクールに応募した結果、「群れメッセ
ンジャー」はスペインの Vida 9.0 において 
Honorary Mention、「MediaFlies」は文化
庁メディア芸術祭アート部門にて優秀賞を獲
得した。
(3) 画面に表示される２次元空間を多数の群
れエージェントで埋め尽くし、様々な描画方
法によって相互作用的かつ生成的な動的パタ
ーンを生成する「アイデンティティ-老いと
病い (Identity SA)」を構築し、国際会議で発
表・展示した。前作品と同じく群れ行動シミ
ュレーションとカメラ画像に基づく視覚的な
相互作用、および、それらの情報を元に合成
される効果音を組み合わせたものである。今
回は空間を２次元とし2,000個のエージェン
トで空間を埋めることにより、新たな審美的
パターンの生成を試みた。カメラで捉えられ
た画像から得られる色をエージェントの表示
に加味することで、デフォルメされたダイナ
ミックな鏡のような効果を得ることに成功し
た。
「アイデンティティ-老いと病い」は、Jiri 
Kylian 振付けによる現代バレエ Vanishing 
Twin の舞台効果として応用された。
(4) 生成する画像パターンと効果音の双方に
ついて改良を加えた。また、これらの実行を
高速化し反応を滑らかにする方法として、新
たにマルチコアCPUによるスレッド並列の効
果を最大限に引き出す分散化スケジューリン
グのアルゴリズムを実装し、4コアのマシン
で、以前の約1.7倍の性能を得ることに成功
した。
新たに赤外線カメラを応用し、対象物に

群れエージェントを投影するシステムを試作
した。これを応用して舞台上のダンサーの体
の上をワームの群れが這い回るという効果
を、Jiri Kylian の 現 代 バ レ エ Gods and 
Dogs に適用した。
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